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l 本書の背景および構成
今年 (1997年)評者へのある友人の年賀状に「最近は倫理ばやりですねJ と書かれていた。
同じような感想を持つ人は少なくないと忠われる。まさに昨今の状況は日本においても(アメ
リカで榔撤されたような) r経営倫理ブームJ が再現されるのではないか，との予感を抱かせる
ような現象に満ちあふれでいる。だが我々はそれがかつて繰り返し生じたような単なる「ブー
ムJ として終わってしまうことを恐れる。むしろそれが「千載一遇のJ 機会となり，企業の在
り方，経営の在り方，が真剣に問われる大きな契機となることを望むものである。そして幸い
にも近年その期待に応えるかのようにいくつかの重要な著作が出版され，我々が企業・経営の
在り方をあらたに「構想」する「資料」が蓄積され始めてきた。それらはいずれも我々の知的
好奇心を刺激し大いに啓発してくれるものであり，本書評で取り上げる西岡健夫氏の『市場・
組織と経営倫理』もそのなかの 1 冊として位置づけられる。
以下の論評を分かりやすくするためにもまず本書の目次によってその概要を確認しておくこ
とが便利であろう。
第 1 部市場をめぐって
第 1 章 自由経済システムと企業経営
1.自由経済システムのエッセンス
2. 自由経済システムの問題点
3. 問題点への個別的対処
4. 企業経営のあり方
補論 ものベースと貨幣ベース
第 2 章企業の競争行動
1.競争の基礎理論
2. 競争をめぐる諸問題
第 3 章企業の利益獲得行動
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1.価格 (p) の引き上げ
2 .販売量 (q) の拡大
3. 費用 (c) の引き下げ
4. 市場システムの問題点
第 4 章両建均衡と変革遅延
1.両建均衡
2. 悪しき均衡と変革遅延
3. 悪しき均衡と価格メカニズム
4. 人聞社会と交換均衡構造
第 5 章企業行動の問題点とそれへの対応
1.水膨れ傾向
2. 貨幣ベース偏向
3. 一方通行型経済
4. 企業行動の問題点への対応
第 6 章不況と企業経営
1.不況について
2. 不況対策について
第 2 部組織をめぐって
第 7 章企業組織の本質一一市場と対比して一一
1.組織の生成と拡大
2. 組織の本質
3. 市場の失敗と組織
第 8 章組織の問題点とそれへの対応
1.組織と人間
2. 組織と社会
第 9 章企業行動の人間論的基礎
1.関係的存在としての人間
2. 時間的存在としての人間
3. 意味的存在としての人間
第10章現実の企業行動と悪しき均衡
1.問題意識
2. 主張の概要
3. 前提としての人間論
4. 人間の組織的行動
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5. 経済システムと社会エトス
6. 現実の企業行動
7 .両建均衡(悪しき均衡)と変革遅延
8. 来世紀に向つての経営戦略
第 3 部倫理をめぐって
第11章企業の目的
1.目的の 2 つの側面
2. 社会的観点の組み込み
3. 新いミ企業像
第12章経営倫理の重要性と難しさ
1.なぜ経営倫理が重要か?
2. 経営倫理が表た、って取り上げにくいのはなぜか?
第13章経営倫理基準の形成と内容
1.倫理基準はいかに形成されるか?
2. 倫理基準の内容としては，どんなことが考えられるか?
第14章組織の倫理責任
1.組織の実在と責任能力(モラル・エージェンシー)
2. 責任の大きさ，責任優先
3. 組織の介在と責任
4. ネットワーク組織と責任
第15章経営倫理と面白さ・自由
1. r面白さ j 試論
2. パラドックスの克服
3. 倫理と拘束
本書は以上のように 3 部構成になっている
2 本書の内容の簡単な要約・紹介
西岡氏は，本書において，経営学だけでなく他の分野も含む様々の分野の多数の概念を援用
されて自説を展開されており，その要約は容易な作業ではないが，例えば，以下のような要約
も可能であろう。
第 1 部は企業活動の舞台である市場が考察の対象であり，特に，第 1 章では， r企業活動につ
いて研究するには，企業の経済活動の場である自由経済システムの特質・ルールの考察が不可
欠である」との立場から，自由経済システムが考察の対象となっている。西岡氏によれば，自
由経済システムは，競争経済，交換経済，貨幣経済，として特徴づけられる。つまり， r r売る
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ために』モノを生産し，それを通して最大限に『貨幣』利益を獲得し・…・・それをめぐって互い
に激しく『競争j し，その競争に勝ち残らねば，満足な分配と序列にあずかれない」のが自由
経済システムである。
だがこのシステムは同時に「副作用j として困難な諸問題を生み出してきた。たとえば，西
岡氏の整理に従えば，それらの諸問題は， 1. 競争経済に対応するものとして，①共倒れ，資
源浪費，②(良心的企業が倒産し悪徳企業が栄える)グレシャムの法則の貫徹， 2. 交換経済
に対応するものとして，①経済の水膨れ，②私的財と公共財の不均衡，③(生活様式が企業に
よって決定される)ラデイカル・モノポリー， 3. 貨幣経済に対応するものとして，①モノ(資
源)ベースのムダ，②再生不能資源の浪費，がそれで、ある。
これらの問題は「市場の失敗」によるものではなくむしろ「市場の成功J によるものである
ためにヨリ深刻な問題群であるが，我々はどう対応すればよいのか。西岡氏はそれぞれに対し
て個別的な対応法について言及されているが，とくに強調されているのは，それへの対処は対
症療法ではなく原因療法でなければならない， ということである。これは，言葉を変えれば，
経営の在り方を問うことであり，ここに，理念，経営倫理が避けて通ることができない問題と
して浮かび、上がってくることになる。
このように本章はいわば問題提起の章であり，以下の章では本章で簡潔に触れられた概念・
内容が具体的に展開されることになる。
第 2 章では自由経済システム下の企業行動を特徴付ける 3 つの側面のなかの「競争」が考察
される。まず，競争の意味と原因，種類，形態，様式，プロセス，反対・類似概念，という項
目のもとで，競争を巡る基本的な概念が整理された後，競争を巡る諸問題(たとえば，競争の
功罪，勝たねばとの思いこみ，自己目的化，枝葉末節の差異化，過当競争，等々)が整理され
詳細に論じられていく。
本章の内容で特に注目すべきことは， r競争と自由が同一視され，競争そのものが善だとする
風潮」への批判と，競争のルールが確立されたならば，競争と共生の両立は可能である，との
視点が提示されていることであり，これが第 3 章へとつながっていく。
第 3 章以下の章では，前述の 3 つの側面のなかの後者 2 つが企業の「利益獲得行動J として
まとめられ分析の対象とされている。西岡氏は，貨幣利益二価格(P) X販売量 (q) 一費用(c ), 
という公式に依拠し，企業の利益追求は P ， q , C の 3 つで考えることができる，との理解に
たって，企業の利益追求を， P の引き下げ， q の増大， C の引き下げ，に分けて考察されてい
る。
第 3 章の紹介のまとめにかえて，ここで開陳されている西岡氏の企業目的観に注目しておき
たい。なぜならば，企業目的をいかに把握するかは大きな意味をもってくるからである。この
点，氏は，本章では次のように解されている。「企業の目的は，財・サービスという社会的役割
をはたしながら，そのことを通して他企業と競争しつつ貨幣利益を追求するという形態をとる J
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が，その活動は， r企業活動に対し人間性一一意味空間に生きる関係的・時間的存在としての人
間本性一ーが濃厚に反映するという意味において J n人間の論理JJ に，そして「人間臭い行動
(関係財追求・ゲーム・時間埋めなど)が組織の全体目的にヨリ j慮過されたり， r組織の介在J
により創発・増幅されたりするという意味でJ n組織の論理JJ に従っておこなわれる， と。企
業活動に大きな影響を与える「人間の論理J そして n組織の論理」の解明が第 2 部のテーマと
なる。
西岡氏によれば，営利的経済行動は自由放任すると，両建(持ちつ持たれつ)されて均衡す
る傾向がある。この均衡のメカニズムをとりあげたのが第 4 章であり，特に，現実には(すな
わち，実態としては)，均衡は「悪しき」均衡になりがちであることが指摘されている。そして
そのような均衡の内容を，水膨れ傾向，貨幣ベース偏向，一方通行型経済，に整理して論じら
れているのが第 5 章である。
第 6 章では，企業経営にとって現在大きな問題となっている資源・環境問題を念頭に入れて，
不況という現実の問題に対していかに対処すべきかが論じられている。その分析は西岡氏独特
のものであり，不況を実物面と貨幣面に分けて考察し，その後それぞれの側面ごとに対策が論
じられている。
第 2 部では，市場と関連づけて組織が論じられている。まず第 7 章では，市場との対比で，
西岡氏の組織観が開陳され，市場の失敗や組織の失敗(計画の失敗や官僚制の逆機能)の内容
が整理されると同時にそれへの対応にも触れられている。そして最後に， (組織と市場を止揚し
たところに生じるといっ)組織の将来の展望が示唆されている。
前章で簡単に触れられた組織の失敗が詳細に論じられているのが第 8 章である。周知のごと
し組織の維持には，有効性，能率，道徳性，の 3 条件が必要で、あるといわれるが，この章で
は後者の 2 つに注目される。なぜならば，パワーの増幅器としての組織が方向を誤った場合そ
の弊害も増幅されて生じるが，それは後者の 2 つに関わって現象してくるからである。
西岡氏は，上記のような理解にたって，組織の問題点を，具体的には，構成員の不満足と社
会・環境への配慮の欠落として把握されると同時に，組織と人間の問題(歯車化，疎外)と組
織と社会の問題(組織エゴ，外部環境との摩擦)として再整理されたうえで，組織の弊害を詳
細に論じかっそれへの対応策を提示されている。
ここまでくると西岡氏の人間観が知りたくなるが，それに応えてくれるのが第 9 章である。
同氏は(経済人仮説に対比される)全人仮説に具体的な内容を与えている。それによれば，人
聞は他者との関係や全体の中での位置づけによってアイデンティティを見出すという意味で関
係的存在であり，時間軸上で生きるモータルな(我々の行為はすべて一回きりで取り返しのつ
かない)存在であり，その関係的・時間的存在としての自らの存在態様を自覚し物事の意味を
考え意味づけしそれに従って生きるという意味で意味的存在である。同氏は特に，後者を重要
視される。人間は「意味空間に生きる関係的・時間的存在」であり， r人間の行動は遺伝よりも
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むしろ意味づけによって決まる」のであり， í人聞社会も人間相互の意味づけのやりとりに形成
される行動文化(特に社会規範)により動いていく」のである，と。
西岡氏はいままでの章で多種多様な概念を駆使され自説を展開されてきたが，その同氏の主
張がいわば要約された形をとっているのが第10章であり，特に254ページの図はそれを適切に示
していると思われる。
第 1 部及ぴ第 2 部で示された現実の企業行動の問題点への対応(としての理念)の実現を念
頭において執筆されたのが第 3 部である。
まず第11章では企業の目的が(第 1 部とは別の表現で)再度取り上げられる。西岡氏によれ
ば，企業の目的は，私的側面(利益追求，物的豊かさの実現，権力・地位・名誉，仲間との一
体化，遊び，時間埋め，蕩尽)と社会的側面(モノの供給，資源・環境への配慮，人間尊重)
に分けられる。問題は両者の関連であるが，西岡氏は明確に後者が前者の手段であるとの見方
を否定される。
同氏の立場によれば，社会的側面は企業活動の制約条件ではなく企業目的のなかに組み込ま
れるものである。それは，そのことによって企業イメージの向上(企業の利益)につながると
いう功利的判断によるものではなく，そうすることが正しい(社会全体のためになる)からで
ある。これが西岡氏の想定する新しい企業像であるが，ここには倫理が大きな意味を持ってく
る。
この新しい企業像の実現には経営者の倫理的判断(価値的判断)が重要な役割を果たす。だ
がこのことはいままで、なかなか表た、って取り上げられることがなかった。何故か? その解明
をテーマにしたのが第12章である。
西岡氏は，企業に倫理を適用することに反対する立場を，相対主義，心理的利己主義，倫理
的利己主義，ビジネス・ゲーム論，モラル・エージェンシー否定論，に分類されて，それぞれ
を検討しそこには根拠がないことを証明されていく。
その検討によってなんらかの倫理基準が必要でありまた基準の設定が可能で、あることがあき
らかになったと考えた西岡氏は，第13章で，倫理基準はいかに形成されるか，その内容は何か，
を問われる。
まず第 1 の問題に関しては，社会契約という概念に注目される。西岡氏によれば，絶対的な
ものとしてと与えられるものではなく，人々の相互作用を通して合意事項として(社会契約と
して)形成されるのが倫理基準である。
したがって，社会契約として形成される倫理基準の内容もおのずから決まってくる。すなわ
ち，確かに倫理基準には根底的な普遍的なもの(人間の尊重)もあるが，時代や地域とともに
変化する表層的な部分もある，との理解できるならば，単に倫理原則(功利主義や義務論)や
宗教倫理だけでなく，価値観，世界観，ライフスタイル，等々も倫理基準に含まれるのであり，
ビジネスという場には表層の実際的部分が大きな位置を占めてくることになる。そして西岡氏
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が特に注目したのが東洋の倫理である。知足と共生がそれであり，西岡氏は，これが一一物質
主義と競争主義を是正するという意味で一一具体的状況下に適用できる実践的・具体的倫理で
ある，と結論づけている。
倫理とは本来的には元々個々の人間に適用されるものであり， (企業に代表される)組織には
当てはまらない，と考えられてきたが，今日，企業もモラル的に責任をとりえる，という主張
が展開されるようになった。いわゆるモラル・エージェンシー論であり，この問題を考察した
のが第13章である。
(グ、ッドパスターとマシューズに依拠した)西同氏によれば，責任能力があれば倫理的責任
が生じ倫理上の責任主体 (Moral agent) となるが，このことは企業にも当てはまる。なぜなら
ば， r組織は，協働のための諸規則を整備し，各成員の行動を調整・集約する統一的な意思決定
構造を持った，成員個人には還元できない(成員レベルとは次元を異にする)独自の実体だか
らである.そして，将来を予測した上で組織として意思決定し，組織単位で統一体としてまと
まり，組織の名において決定事項を履行することができるからである」。
かくして， r確かに組織は自然人と同じではない」が， r 自然人と同じように，責任能力があ
ると考えることができ， したがって，自然人の責任観念を組織に投影して，組織を責任主体と
してとらえることはできる」のである。
西岡氏は，このように理解したうえで，組織の責任の大きさ，個人と組織の聞の責任の配分，
といった諸問題を展開されていく。
最後の第15章は，倫理が必ずしも拘束につながらないこと，が力説されているユニークな章
であり，自由をこよなく愛する西岡氏に相応しい内容で締めくられている。
3 若干のコメン卜
以上の要約・紹介を前提にして，著者が今回主として主張したかったことは第 3 部に述べら
れているとの評者の理解に従って，また評者の(著者と同じくここ数年経営倫理に関心を持ち
続けてきたものの一人としての)現在の立場から，以下若干の検討を試みることによって評者
の責を果たすことにしたい。
西岡氏は，環境破壊などの現代社会の重大問題の原因を物質至上主義と競争主義に見出し，
これらをいかにして解決するのか，特に(その問題の根幹にある)企業行動を変えられるのか，
という問題を自らに提示しそれに解答を与えている。それは，一言で言えば，物質至上主義を
修正して(足るを知る) r知足」倫理に立脚し，競争主義を修正して(共に生きる) r共生」倫
理に立脚した，新しい経営の在り方への転換，である。とすれば，問題は，この広義の倫理に
よって， r物質主義 競争主義パラダイムのもとで経済性第一の経営を行J ってきた企業行動が
実際に変わるのか(あるいはいかにしてそのような方向へと変えることができるのか)，にある
ことは明白であろう。
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いうまでもなしこれは極めて大きな問題であり簡単に解決されるものではないが，西岡氏
は同時に具体的な提言をされている。例えば，
1 市場で売れるから売る，市場に聞く，というだけに終わらず，それが社会にとって「本当
に必要なのかどうかJ をよく考えて，必要なモノを必要なだけ供給すること。企業は市場シ
ステムの背後に隠れるのではなく，自ら何が必要か，何が価値あるかを判断して，それを公
表し，また，利益があまりあがらなくても，社会的ニーズに応えて供給すべきモノ(例えば，
シンプルライフのための用品)があることも忘れることなし普通の商品でも「価値財J の
ように供給してもよいのではないか;
2 企業の目的は「利益」をあげることだけでなく，世の中の真のニーズに応えていい仕事を
誇りを持ってすることであり，余裕があれば，プラスアルファの社会的貢献もすることだと
認識すること。目的は，各人が主体的に決めるものであり，その中に社会的貢献が入ってい
てもいいはずで、ある。また，利益獲得についても，必ずしも最大化だけでなく， í中庸j の利
益追求もありうることを見逃すべきでない;
3 資源・環境への配慮に関しては，単なるリサイクル，ゴミ処理，汚染対策などのような事
後的な対症療法だけでなく，浪費・水膨れ体質の是正やゼ口・エミッション化の促進など「原
因療法J を講じること. リサイクルなどは重要だが，エントロビーの法則から見て根本的解
決にならない;
4 í知足J は，決して辛抱することだけを意味するのではない.ここまで豊かな社会になる
と，物質的豊かさの追求を控える方が，得られる満足という点で、はかえって増加すると思わ
れる.自然環境がクリーンになり，精神的ゆとりができて，トータルの満足としては増える;
5 í共生」は，自由競争と矛盾するようだが，そうではない.例えば，棲み分け，プラス・
サム・ゲーム，三方一両得とか，切瑳琢磨の好敵手関係といった形に持っていく工夫と努力
は可能で、ある.また，わが国で伝統的に受け継がれている，譲り合いや「和J の精神も，共
生を可能にする;
6 経済の場は，雇用と所得を相互に創出しあう場であるとともに，それらを相互に争奪しあ
う場でもあり，それは避けがたいが，特に近年盛んな新分野・新領域・新製品の開拓競争に
おいては，それを雇用・所得の相互争奪だけに終わらせず，棲み分け，プラス・サム・ゲー
ムにする工夫と努力が必要である.それによりはじめて新分野開拓が真の進歩と結ぴつく;
7 消費者を味方にする。社会的責任をきっちり果たしていれば，消費者に支持され，製品を
買ってもらえる，また，例えば，長持ちする製品や環境汚染しない製品は，消費者に認めら
れれば，従来の製品より高くても売れる.それは一種の高付加価値化になる.基本的に，無
責任な企業は少なくとも長期的には立ちいかないはずで、ある;
8 他企業と自主的にルールをつくる。環境破壊・資源浪費をもたらす新製品・新設備・新店
舗競争や，共倒れを招く過当競争を回避できるょっなルールを，できるだけ産業界で自主的
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につくる， í囚人のジレンマJ を回避するには，コミュニケーションをよくして相互信頼を高
める以外にない;
9 組織や制度の面で工夫する。互に参加しあえるような組織(社外重役など)，オープンな情
報(情報公開，情報交換)，消費者などの組織参加(モニターやオンブズマン)など，組織・
制度面で工夫する.これにより組織の暴走をくい止め，無謀な行動をチェックできる，
と。
経営倫理学は，評者の理解に従えば，企業社会のなかに市民社会の道徳を持ち込むことによ
って(従来の社会的責任論ではなしえなかった)企業のあり方を good な方向へと変えると
いう課題が達成できるのではないか，との発想のもとに生まれ確立してきたものであった。
この点，西岡氏は，企業を責任主体としてみなす立場を正当化することによってその立場に
立ち，また倫理基準を 2 つに分けたうえで，実践的に適用されうるのは後者の表層の実際的部
分である，との理解のもとで，具体的には，コミニュタリアニズムに大いに思想的共感を寄せ，
東洋の倫理である「知足」倫理と「共生」倫理を適用することによって企業のあり方を変える
ことができる，と主張されるのであり，これによって，経営倫理学はその「実践性」にむけて
大きな「一歩j を踏み出したと思われる。評者は本書から多くのことを学んだがそのなかで最
大のことはまさにここにある。
しかし同時にそれが故にまさに評者の疑問もその点に集中してくることになる。そ
れは一一西岡氏の現状認識の鋭さには敬服し共鳴しそして提案には充分納得できるが一一それ
らの提案は果たして実現されるのか，との疑問である。この点，西岡氏は充分可能である，と
考えておられるように読みとれるのだが，評者はしいて言えば悲観的であり，そのままでは学
者・研究者のいわば「机上の提案」のままに終わってしまい結局は実現されないのではないか，
その実現に向けてヨリ踏み込んだ形で対応を考えねばならないので、はないか，と恐れている。
この「差」はどこから生じてくるのか。簡潔にいえば，企業観の相違に起因しているものと
思われる。評者が上記の要約の中であえてしつこく西岡氏の企業目的観に言及したのはこのた
めであった。
問題は，西岡氏の言葉を借りると，企業目的の社会的側面と私的側面のどちらを「本質的」
側面とみなすか，にある。この点，同氏は，第11章で，社会的側面を私的側面実現の手段と見
なす考え方を否定しているが，評者は，逆に(植村省三氏に学ぴ)，本来の目的(→社会的側面)
と手段(→私的側面)が転倒しその手段(→利潤追求)が目的として制度的にも「正当化」さ
れている社会が我々の社会である，と基本的に解している(但し，第 1 章を素直に読む限り，
利益の追求が自由経済システム下の基本原則でありしたがって目的である， と解されるのであ
り，第11章の記述と「矛盾j しているようにもみえるのだが……)。この評者の発想、に従えば，
そこで生活する人々の意識革命は容易なことではない。なぜならば，競争して勝利を得て私的
利益を追求することは法的にも「是J として認められたことであり，それはそれなりにモラル
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的にも「正しい」からである。
またこのこと(→東洋の倫理の提唱で企業の在り方を変えることができるという西岡氏の「信
念J) には同氏の人間観も深く関わってくるように思われる。西岡氏によれば，人間は意味的存
在(ホモシンポリカス)である。これが人間の特性であり，人間は社会規範の枠のなかで生き
る存在である。それが故に，社会規範は(モラル)が重要になるのであり，そのモラルが契約
としてルール化されることによって，換言すれば，新しい社会契約のもとで，新しいモラルが
確立し人間(社会)が変わるということになる。
だがここにも疑問が生じる。確かに現実に生きている人間の「在り方J は西岡氏の描かれた
とおりであるが，それは歴史的制約のもとでの「姿」なのではないのか。確かに上部構造は下
部構造の単なる従属変数でになく後者に反作用を及ぽすが，結局は人間は「社会的諸関係の総
体」という宿命から逃れないのであり，目的と手段が転倒しているという歴史的制約を受けた
社会の中で「意味付け」をおこなって生きているのが「現実j の姿なのではないだろうか，と。
このことは，評者の解釈によれば，社会も企業も個々の人間も功利主義的発想の「枠J から抜
けでることが極めて困難で、あることを意味することになる。 P.Sweezy らの言葉を借りれば，
The character of the system determines the psycology of its menbers , not vice versa. 
とすれば，ここで冒頭の疑問に戻るのだが，その新しい社会契約としての規範・倫理をいか
にして特殊な協働体系としての企業そして会社本位社会と化した我々の現実の社会にもちこむ
ことができるのか，誰が当事者となり社会契約が生じるのか，その具体的な展望をどこに見出
していくのか，等々を考えると，西岡氏の「提案」の「現実性」が「問題J になってくるので
あり，そのままでは「限界」があるように思われる。
従って，ヨリ現実的に考えると，個々の企業や個人の「自発性j に期待できない以上，ここ
に，何らかの「力 J r外圧J (→規制)，が必要になってくるのではないか。これが評者の現在の
見方であり，ビジネス倫理と規制(特に，社会的規制)の関係をキチンとおさえておく必要が
あると思われる。だが本書では規制については余り言及されていないのであり，この点を，是
非，西岡氏にお聞きしたいと考える次第である。
以上評者の個人的疑問に限定された「評J となってしまった。このことは，あらためていう
までもなく，本書の価値を低めるものでもなく，また西岡氏の「具体的」提案が実践的に意味
をもっていないということを示すものでもない。事態は全く逆であり，本書によって評者が大
いに刺激され考えさせられ教えられた結果が今回の書評となったのであり，その意味でも，本
書が研究者以外の特に経済界に籍を置く多数の人々に幅広く読まれ現在の企業の在り方が少し
でも本書で提示された方向に変わることを切に望むものである。
1997.2.26 
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